
認定番号 名前 〜

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

年度を記入　→ 2021 2022 2023 2024 2025

参加の有無 参加の有無 参加の有無 参加の有無 参加の有無 単位a 参加数b a×b

参加 参加 参加 15 3 45

参加 10 1 10

参加 10 1 10
10 0 0

参加 10 1 10
10 0 0
10 0 0

10 0 0

10 0 0

小計2
最下部

参加の有無 参加の有無 参加の有無 参加の有無 参加の有無 単位a 参加数b a×b

参加 10 1 10 10

10 0 0

10 0 0

A ﾌﾞﾛｯｸ研修会　選択必修　（関東） ④

A ﾌﾞﾛｯｸ研修会　選択必修　（中部）

A1 最低基準 35

選択

A-２．指定する専門領域別の学会、研修会への参加
A2小計

参加した研修会等の名称・日時・会場 資料番号

第71回小児保健協会学術集会
（2024年6月21日～23日）札幌

⑤

A 学術集会参加 必修 ①

A ｽｷﾙｱｯﾌﾟ研修会 必修 ②

A 全国研修会　選択必修 ③

単位証明の
添付資料番号

小計
計

最下部

必修・選択必修 小計　最下部

研修会の名称

A-１．日本医療保育学会が本学会が主催する学術集会，研修会への参加

75

添付資料番号

A ﾌﾞﾛｯｸ研修会　選択必修　（近畿）

A ﾌﾞﾛｯｸ研修会　選択必修　（中四国）

A ﾌﾞﾛｯｸ研修会　選択必修　（九州・沖縄）

A ﾌﾞﾛｯｸ研修会　選択必修　（北海道・東北）

２０２５年度 業績単位一覧表　（更新単位計算表）
　（新しいキャリアアップ支援制度に沿っていますが，枠組の一部の調整，新しい業績の追加，単位数の調整）以外は大きな変更はありません。

○　書き方　太い黒線で囲まれた部分に記入する（ピンクの空白部分はプルダウンで選択，白の空白部分は文字・数字等で示す）　欄が不足する場合は，別紙に，本用紙の書式を参考にして
必要事項を記入する

○　最終年度は書類提出〆切前までの業績とするが，必修について，当学会の都合で〆切りを過ぎて開催される場合は，参加見込みで記入し，後日参加証を提出する。論文は締め切り日前の
日付で受理証明があればよい。

自己研修イベント 結果（必要に応じて計画も記入すること） 単位計算

単位a 参加数b a×b

認定期間（西暦） 　　　　　　年 　　　　　年

クリックする



種別 職場・部署又は団体名 年月日（曜日） 役割

職場内の新人研修講師 ○○病院看護部
2023年4月〇日

（●曜日）
講師 10 実施 10

10 0

10 0 B小計

10 0 10

学会のお仕事① 役割 単位a
実施有
無

a×b

理事・代議員
就任年次選択→2つ以上

5単位
なし なし なし なし なし 5 0 0

学会のお仕事② 役割 単位a
実施有
無

a×b

学術集会 企画運営 実施 15 1 15
学術集会

講演・シンポジスト等
請負

10 0 0
スキルアップ研修会 運営委員 15 0 0
スキルアップ研修会

講師・ファシリテー
ター等請負

実施 10 1 10
全国研修会 運営委員 15 0 0
全国研修会 講師・ファシリテー 10 0 0
ブロック研修会 運営委員 15 0 0
ブロック研修会

講師・ファシリテー
ター等請負

10 0 0
基礎課程・資格認定課程 運営担当者 15 0 0
基礎課程・資格認定課程

講師・ファシリテー
ター等請負

10 0 0
事例研究論文 執筆指導者 10 0 0
事例研究論文 口頭試問主査 15 0 0
事例研究論文 口頭試問副査 実施 10 1 10 C小計

機関誌『医療と保育』 査読者 15 0 0 35
E　研修成果発表

区分1 区分2
この年度の

発表・掲載の有
無

この年度の
発表・掲載の有

無

この年度の
発表・掲載の有

無

この年度の
発表・掲載の有

無

この年度の
発表・掲載の有

無
単位a 発表数 a×b

学会一般演題発表
演題（口演，ポス
ター）筆頭

なし なし なし なし あり 10 1 10
投稿論文 原著論文・総説 20 0 0
投稿論文 解説 10 0 0
専門書

分担執筆（原著，総説該
当）

20 0 0 E小計

専門書 分担執筆（解説） 10 0 0 10 65
選択最低基準

140

80以上

合計　80以上（Ａ１のみで35単位以上，　Ａ２，Ｂ，Ｃ，Ｅの合計が 20単位以上）

資料番号

Ｃ　３．日本医療保育学会のプロジェクト企画運営

就任年度のみ記入（2年で1期と換算して，2年以上の場合5単位） 資料番号

実施の有無（年度毎に記入） 資料番号

⑦

テーマ又は実施内容と実施時間

病院における保育士の活動について ⑥

　　　　　　　　　　　B　社会貢献　 Ｂ-１：他団体の招待講演、シンポジスト、座長、講師（大学・専門学校等での講義・演習も含む
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｂ-２：職場内の研修講師、研究発表など

単位a
実施有
無

a×b 資料番号

クリックして、種別を


